
品 名：90001_140301_086_02_グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド_1069779.docx 

日 時：2025/8/5 11:00:00 

ページ：1 

 

 

 

 グローバル・ハイインカム・ 
ストック・ファンド 

運用報告書(全体版) 
 

第85期（決算日2025年４月７日） 第86期（決算日2025年７月７日） 
 

作成対象期間（2025年１月７日～2025年７月７日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 
信 託 期 間 2003年11月28日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
安定した配当収益の確保に加え、中長期的な値上がり益の獲得を目指します。株式への投資にあたっては、主として配当利回りに着目
しつつ、将来的な増配の可能性や、収益性の評価といった定性判断も加え、投資銘柄を選定します。世界を「北米」「欧州」「アジア・
オセアニア（日本を含む）」の三地域に分割し、各地域への投資比率は概ね三分の一程度とします。 

主な投資対象 

グローバル・ 
ハイインカム・ 

ストック・ファンド 

親投資信託である「グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンド」受益証券を主要投資
対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

グローバル・ 
ハイインカム・ 

ストック・ファンド 
マザーファンド 

世界各国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

グローバル・ 
ハイインカム・ 

ストック・ファンド 
株式への実質投資割合には制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

グローバル・ 
ハイインカム・ 

ストック・ファンド 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
年４回の毎決算時に、原則として配当等収益等を中心に安定分配を行ないます。ただし、基準価額水準等によっては売買益等が中心と
なる場合があります。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参考指数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

77期(2023年４月５日) 12,507 50 3.0 6.5 96.0 － － 32,715 

78期(2023年７月５日) 14,270 60 14.6 17.5 95.5 － － 36,732 

79期(2023年10月５日) 13,847 60 △ 2.5 △ 2.1 95.9 － － 35,733 

80期(2024年１月５日) 14,794 60 7.3 8.2 96.2 － － 37,757 

81期(2024年４月５日) 16,219 60 10.0 13.6 95.6 － － 40,939 

82期(2024年７月５日) 17,809 60 10.2 13.1 96.0 － － 44,462 

83期(2024年10月７日) 17,353 60 △ 2.2 △ 4.1 97.6 － － 42,690 

84期(2025年１月６日) 17,557 60 1.5 7.4 97.4 － － 42,182 

85期(2025年４月７日) 15,470 60 △11.5 △17.8 97.7 － － 36,485 

86期(2025年７月７日) 18,055 60 17.1 22.0 96.7 － － 41,962 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ 参考指数（＝MSCI ワールド インデックス（税引後配当込み、円換算ベース））は、MSCI World Indexをもとに、委託会社が円換算した

ものです。なお、算出にあたっては、基準価額への反映を考慮して、営業日前日の指数値を営業日当日の対顧客電信売買相場仲値で円換

算しております。 

＊ MSCI World Indexは、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCI

は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

（出所）MSCI、ブルームバーグ 
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グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 騰 落 率 

第85期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2025年１月６日 17,557 － － 97.4 － － 

１月末 17,778 1.3 1.1 96.6 － － 

２月末 17,356 △ 1.1 △ 4.3 96.7 － － 

３月末 17,186 △ 2.1 △ 7.6 97.1 － － 

(期  末)       

2025年４月７日 15,530 △11.5 △17.8 97.7 － － 

第86期 

(期  首)       

2025年４月７日 15,470 － － 97.7 － － 

４月末 16,541 6.9 7.9 96.9 － － 

５月末 17,414 12.6 15.5 96.2 － － 

６月末 17,986 16.3 20.8 96.3 － － 

(期  末)       

2025年７月７日 18,115 17.1 22.0 96.7 － － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 

 

  



品 名：90001_140301_086_02_グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド_1069779.docx 

日 時：2025/8/5 11:00:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド

◎運用経過 

○作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2025年１月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、MSCI ワールド インデックス（税引後配当込み、円換算ベース）です。参考指数は、作成期首（2025年１月６日）の値が

基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
（横ばい）ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に対する終結期待が高まったこと、ドイツ連

邦議会が財政規律を緩和する改正案を可決したこと、一方、トランプ米大統領の関

税政策が物価を押し上げるとの懸念が高まったこと、為替市場で米ドルに対して円

高が進行したこと 

（下 落）トランプ米政権による相互関税の発表に対して欧州各国や中国が報復措置を検討す

るなど世界的な貿易摩擦や景気減速への懸念が高まったこと、為替市場で米ドル、

ユーロに対して円高が進行したこと 

（上 昇）トランプ米政権がAI向け半導体輸出規制を撤回する方針を示したこと、米国と中国

が相互の追加関税の大幅引き下げに合意したこと、イスラエルとイランの停戦合意

が発表され中東情勢への懸念が和らいだこと、為替市場でユーロに対して円安が進

行したこと   
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○投資環境 
世界の株式市場は、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に対する終結期待が高まったこと

や、ドイツ連邦議会が財政規律を緩和する改正案を可決したことなどから上昇する一方、トラ

ンプ米大統領の関税政策が物価を押し上げるとの懸念が高まったことなどから下落するなど、

３月にかけて概ね横ばいで推移しました。その後、トランプ米政権による相互関税の発表に対

して欧州各国や中国が報復措置を検討するなど世界的な貿易摩擦や景気減速への懸念が高

まったことなどから下落しました。当作成期末にかけては、トランプ米政権がAI向け半導体輸

出規制を撤回する方針を示したこと、米国と中国が相互の追加関税の大幅引き下げに合意した

こと、イスラエルとイランの停戦合意が発表され中東情勢への懸念が和らいだことなどが好感

され反発し、当作成期において世界の株式市場は上昇しました。 

為替市場では、米ドル・円レートについて、日銀が利上げを決定したことで日米金利差が縮

小するとの見方が強まったことやトランプ米政権による相互関税の発表などを背景に円高が

進行し、当作成期を通じては米ドル安・円高となりました。ユーロ・円レートについては、３

月以降、ドイツの財政支出拡大や米欧間における関税協議進展への期待などを背景に円安が進

行し、当作成期を通じてはユーロ高・円安となりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
［グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド］ 

主要投資対象である［グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンド］

受益証券を概ね高位に組み入れました。 

 

［グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンド］ 

・組入比率 

株式（投資信託証券を含む）組入比率は概ね高位を維持しました。 

 

・当作成期中の主な動き 

（１） 地域別比率につきましては、投資信託説明書（目論見書）の投資方針通り、北米、欧州、

アジア・オセアニア（日本を含む）の三地域の投資比率が、概ね三分の一程度になるよ

うに留意しながら運用しました。 

（２） 業種別比率につきましては、収益力や増配の継続性、および配当利回りで見た割安度の

判断から、ヘルスケアや素材などをオーバーウェイト（参考指数に比べ高めの投資比率）

としました。一方、情報技術やコミュニケーション・サービスなどをアンダーウェイト

（参考指数に比べ低めの投資比率）としました。 

（３） 銘柄につきましては、収益の安定性と資本政策に対する信頼度が高く、配当利回りや増

配の傾向などから割安と判断したASTRAZENECA PLC（英国/医薬品）、TAIWAN 

SEMICONDUCTOR（台湾/半導体・半導体製造装置）、MICROSOFT CORP（米国/ソフト
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グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド

ウェア）、東京エレクトロン（日本/半導体・半導体製造装置）、トヨタ自動車（日本/自

動車）などを組入上位銘柄としました。 

（４） 為替につきましては、ヘッジ（為替の売り予約）は行ないませんでした。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

第85期 

参考指数（MSCI ワールド インデックス（税

引後配当込み、円換算ベース））が17.8％の下落

となったのに対して、基準価額は11.5％の下落

となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①業種別では、相対的に配当利回りが低いこと

などからアンダーウェイトとしていた情報

技術セクターの株価騰落率が参考指数を下

回ったこと、コミュニケーション・サービス

セクター内での銘柄選択効果がプラスに寄与したこと 

②個別銘柄では、業績は堅調に推移しているものの、バリュエーション（投資価値評価）の観

点から投資妙味に乏しく非保有としていた米国の情報技術株や、配当利回りで見た株価の割

安感が乏しく、関税政策の影響が懸念されることなどからアンダーウェイトとしていた米国

の情報技術株などの株価騰落率が参考指数を下回ったこと 

 

（主なマイナス要因） 

①業種別では、中期的な成長性と増配余力に乏しいとみてアンダーウェイトとしていた不動産

セクターの株価騰落率が参考指数を上回ったこと、素材セクター内での銘柄選択効果がマイ

ナスに影響したこと 

②個別銘柄では、世界的な半導体需給のひっ迫を背景に設備投資拡大の恩恵が期待できるとみ

てオーバーウェイトとしていた日本の情報技術株や、堅調な業績見通しと株主還元に積極的

な姿勢を評価してオーバーウェイトとしていた米国の情報技術株などの株価騰落率が参考

指数を下回ったこと 
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第86期 

参考指数が22.0％の上昇となったのに対して、基準価額は17.1％の上昇となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①業種別では、中期的な成長性と増配余力に乏しいとみてアンダーウェイトとしていた不動産

セクターの株価騰落率が参考指数を下回ったこと、情報技術セクター内での銘柄選択効果が

プラスに寄与したこと 

②個別銘柄では、世界的な半導体需給のひっ迫を背景に設備投資拡大の恩恵が期待できるとみ

てオーバーウェイトとしていた日本の情報技術株や、堅調な業績見通しと株主還元に積極的

な姿勢を評価してオーバーウェイトとしていた米国の情報技術株などの株価騰落率が参考

指数を上回ったこと 

 

（主なマイナス要因） 

①業種別では、相対的に配当利回りが低いことなどからアンダーウェイトとしていた情報技術

セクターの株価騰落率が参考指数を上回ったこと、一般消費財・サービスセクター内での銘

柄選択効果がマイナスに影響したこと 

②個別銘柄では、業績は堅調に推移しているものの、バリュエーションの観点から投資妙味に

乏しく非保有としていた米国の情報技術株の株価騰落率が参考指数を上回ったことや、複数

の有望な新薬による業績への寄与が見込まれ、今後の増配期待などからオーバーウェイトと

していた英国のヘルスケア株の株価騰落率が参考指数を下回ったこと 
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◎分配金 

（１） 収益分配金につきましては、基準価額水準等を勘案し、配当等収益を中心に第85期、第

86期ともに１万口当たり60円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用につきましては、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第85期 第86期 

2025年１月７日～ 
2025年４月７日 

2025年４月８日～ 
2025年７月７日 

当期分配金 60  60  

(対基準価額比率) 0.386％ 0.331％ 

 当期の収益 31  60  

 当期の収益以外 29  －  

翌期繰越分配対象額 7,925  8,145   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンド］ 

運用チームは、当ファンドの投資方針である、安定的な配当収入を得ながら中長期の値上が

り益の獲得を目指すために、長期にわたって自信を持って保有できる配当実績のある優れた企

業の株式を配当利回りで見て割安な水準で投資していくことを目指します。企業業績の「果実」

である現金配当を分配金の形で定期的に得ながら、短期的な値動きに左右されず中長期で株価

の値上がり益を狙いたい投資家の方々を念頭に今後も運用を行なってまいります。 

ポートフォリオの構築に際しては、①欧米での金融緩和が、労働市場と物価の動向によって

は市場が期待するほど進まないような状況、②トランプ米大統領が打ち出す政策が保有銘柄の

業績に悪影響を与えるような状況、③中国の景気刺激策を含めた各種政策が市場物色の動向を

大きく変化させるような状況、などのリスク要因も意識した上で、 

（１） 安定した収益力と増配実績が確認でき、今後も業績の拡大が期待できる企業群、 

（２） 景気変動の波を超えて収益を生み出せる、差別化された商品や技術力、あるいはビジネ

スモデルを持った企業群、 

（３） 経営改革に注力し、収益性や株主還元策の改善が期待できる企業群、 

などに注目していく方針です。 
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当ファンドで保有する企業の多くは収益基盤を着実に拡大させている一方、比較的多額の現

金を保有していることから、引き続き、増配や自社株買い戻しによる株主還元の拡大が期待さ

れます。運用チームは、弊社のグローバル調査体制を活用し、企業とのコンタクトを通じて、

「質の高い企業を、配当利回りで見て割安な水準で買う」というシンプル、かつ有効性を示す

実証分析が多い投資手法に注目することで、運用資産の長期的な成長を目指してまいります。 

また、引き続き株式の組入比率を高位に保ち、北米、欧州、アジア・オセアニア（日本を含

む）の三地域への投資比率が、概ね三分の一程度になるように留意しながら運用することで、

通貨分散を図りながら運用資産の長期的な成長を目指してまいります。 

なお、ファンドは組入外貨建資産について為替ヘッジを行なわないことを基本とします。 

 

［グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド］ 

主要投資対象である［グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンド］

受益証券の組み入れを高位に維持し、基準価額の向上に努めます。 

引き続き、「中長期的な配当収入の増加と信託財産の成長」で、ご投資家の皆さまが増配企

業などへの長期投資のメリットを実感していただけますよう努めてまいりますので、長期的な

視点でファンドの保有を継続していただきますようお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年１月７日～2025年７月７日) 

項 目 
第85期～第86期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 105  0.603  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 48)  (0.274)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 48)  (0.274)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 10)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.026   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.026)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 8   0.049   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.049)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.019   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  3)  (0.017)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 121   0.697    

作成期間の平均基準価額は、17,376円です。  

 
＊作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び

有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.25％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年１月７日～2025年７月７日) 

 

銘 柄 
第85期～第86期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンド 20,858 131,241 308,730 2,022,824 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年１月７日～2025年７月７日) 

 

項 目 
第85期～第86期 

グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 28,964,993千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 39,601,147千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.73   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年１月７日～2025年７月７日) 

 

＜グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンド＞ 

区       分 

第85期～第86期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 13,736 18 0.1 15,228 － － 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 第85期～第86期 
売買委託手数料総額（A） 10,748千円 
うち利害関係人への支払額（B） 9千円 

（B）／（A） 0.1％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2025年７月７日現在) 

 

銘 柄 
第84期末 第86期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンド 6,363,893 6,076,021 41,878,367 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年７月７日現在) 

項 目 
第86期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンド 41,878,367 99.1 

コール・ローン等、その他 359,853 0.9 

投資信託財産総額 42,238,220 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンドにおいて、第86期末における外貨建純資産（33,795,791千円）の投資信託

財産総額（42,245,455千円）に対する比率は80.0％です。 

＊外貨建資産は、第86期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝144.41円、１カナダドル＝

106.11円、１英ポンド＝197.06円、１スイスフラン＝181.88円、１スウェーデンクローナ＝15.11円、１デンマーククローネ＝22.80円、１ユー

ロ＝170.11円、１香港ドル＝18.39円、１シンガポールドル＝113.25円、１ルピア＝0.009円、１新台湾ドル＝4.9909円、１豪ドル＝94.43円。

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第85期末 第86期末 

2025年４月７日現在 2025年７月７日現在 

  円 円 

(A) 資産 36,764,788,094   42,238,220,158   

 コール・ローン等 353,965,402   359,847,495   

 グローバル・ハイインカム・ストック・ファンド マザーファンド(評価額) 36,410,817,960   41,878,367,850   

 未収利息 4,732   4,813   

(B) 負債 279,784,172   275,864,421   

 未払収益分配金 141,503,440   139,445,225   

 未払解約金 12,208,266   15,569,620   

 未払信託報酬 125,729,599   120,520,913   

 その他未払費用 342,867   328,663   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 36,485,003,922   41,962,355,737   

 元本 23,583,906,734   23,240,870,944   

 次期繰越損益金 12,901,097,188   18,721,484,793   

(D) 受益権総口数 23,583,906,734口 23,240,870,944口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,470円 18,055円 
 

（注）第85期首元本額は24,025,696,495円、第85～86期中追加設定元本額は227,183,155円、第85～86期中一部解約元本額は1,012,008,706円、１

口当たり純資産額は、第85期1.5470円、第86期1.8055円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額56,868,368円。（グローバル・ハイインカ

ム・ストック・ファンド マザーファンド） 
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○損益の状況 

項 目 
第85期 第86期 

2025年１月７日～ 
2025年４月７日 

2025年４月８日～ 
2025年７月７日 

  円 円 

(A) 配当等収益 202,009   200,313   

 受取利息 202,009   200,313   

(B) 有価証券売買損益 △ 4,654,501,655   6,254,959,461   

 売買益 9,760,846   6,331,552,952   

 売買損 △ 4,664,262,501   △    76,593,491   

(C) 信託報酬等 △   126,072,466   △   120,849,576   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 4,780,372,112   6,134,310,198   

(E) 前期繰越損益金 16,710,673,609   11,561,336,615   

(F) 追加信託差損益金 1,112,299,131   1,165,283,205   

 (配当等相当額) (   1,309,341,639)  (   1,373,241,939)  

 (売買損益相当額) (△   197,042,508)  (△   207,958,734)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 13,042,600,628   18,860,930,018   

(H) 収益分配金 △   141,503,440   △   139,445,225   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 12,901,097,188   18,721,484,793   

 追加信託差損益金 1,112,299,131   1,165,283,205   

 (配当等相当額) (   1,309,741,829)  (   1,373,773,996)  

 (売買損益相当額) (△   197,442,698)  (△   208,490,791)  

 分配準備積立金 17,381,611,830   17,556,201,588   

 繰越損益金 △ 5,592,813,773   －   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

（注）分配金の計算過程（2025年１月７日～2025年７月７日）は以下の通りです。 

項 目 
第85期 第86期 

2025年１月７日～ 
2025年４月７日 

2025年４月８日～ 
2025年７月７日 

a. 配当等収益(経費控除後) 188,771,370円 349,135,682円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 300,272,461円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,309,741,829円 1,373,773,996円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 17,334,343,900円 17,046,238,670円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 18,832,857,099円 19,069,420,809円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,985円 8,205円 

g. 分配金 141,503,440円 139,445,225円 

h. 分配金(１万口当たり) 60円 60円 
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○分配金のお知らせ  

 第85期 第86期 

１万口当たり分配金（税込み） 60円 60円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
 

 

○お知らせ 

「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正に伴い、運用報告書の電子交付に関する

条文を変更する所要の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2025年４月１日＞ 
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